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ム
〃

よ
う
こ
そ
山
寺
へ

平
成
十
七
年
十
月
十

一
日
、

山
寺
中
学

校
三
年
生
十
九
人
が
、

山
形
国
際
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
に
訪
れ
た
各
国
ゲ
ス

ト
の
方
々
に
英
語
で
観
光
案
内
を
行

っ
た
。

近
年
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、

三
年
前
よ
り
英
語
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
り
外
国
語
指
導
助
手
相
手
に
模

擬
案
内
し
て
い
た
。

折
よ
く
、

山
寺
観
光

協
会
か
ら
映
画
祭
参
加
外
国
人

へ
の
観
光

案
内
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
。

「国
際
交
流
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
≡
自
分

達
の
山
寺
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信

で
き
る
」
と
、

生
徒
達
は
意
欲
満
々
で
取

り
組
み
、

猛
特
訓
を
始
め
た
。

一　
　
　
当
日
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、

メ
モ
を
片

！
　

手
に

″根
本
中
堂
で
は
不
滅
の
法
灯
″
″五

！　
　
大
堂
で
は
里
山
の
の
ど
か
さ
″
等
、

時
折

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
、

見
事
に

，　
　
山
寺
の
魅
力
を
紹
介
。

お
客
様
は
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
入
り
、

大
喜
び
。

案
内
後
、

生
徒
達
は
日
々
に
「勉
強
し
た

こ
と
が
通
じ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

」
「
つ
な
ぎ

の
会
話
が
で
き
な
か
っ
た
。

」
「英
語
だ
け
で

な
く
、

中
国
語

・韓
国
語
も
習

っ
て
、

た
く

さ
ん
の
国
の
人
達
を
案
内
し
た
い
。

」
と
。

″秋
口
れ

繋
務
で
奮
肉

宮
殊

占
″兵

Ｚ

※
後
日
、

学
校
の
方
へ
各
方
面
か
ら
賞
賛
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
山
形
支
部
よ
り
依
頼
さ
れ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
校
生
を
も
案
内
し
た
。

- 1 -



平成18年 1月 1日 現在 山 寺戸数 451 男 757人 女 819人 計 1,576人

良、平

4月  入 所式

クーラ|‐ブーの-1-ゃ
！４
月
〓
終
子
或
■
大
開
式
≡
≡
≡
一

一■
■
ヽ
紘
務
寄
参
擦
一一！本
≡
〓
遷
贈
）

一母
丹
女
は
章
自
然
擦
険
≡
≡
≡
≡
！

一≡
≡
章
≡
≡
■
マ
■
，
ボ
サ
ブ
≡
≡

≡≡
≡
≡
轟
■
シ
綾
育
そ
る
■
≡
≡
！

一逢
！熔
”
サ
ク
務
ン
が
締
り
，
≡
≡
一

≡
≡
≡
煮
〓
な
景
ボ
獲
技
】
≡
≡
一

一≡
≡
〓
が
じ
班
ン
ピ
ツ
タ
≡
≡
≡
≡

″
丹
無
壊
国
鐘
賞
≡
≡
≡
≡
≡
≡

≡縁
届
章
簿
瀬
り
袋
≡
≡
〓
≡
≡
≡
一

一９
居
☆
ぶ
ど
う
狩
々
■
■
≡
≡
≡
一

一的
一掲
〓
章
蕉
会
お
浜護
者
会
畳
僣
】

一≡
≡
〓
曲
幸
姓
医
驚
緒
無
参
糠
≡
≡

十棟
庭
ｒ
出
幸
患
然
擦
擦
≡
≡
≡
■
一

！捜
一麗
■
タ
サ
ス
驚
ス
一会
≡
≡
≡
≡
≡

！≡
≡
☆
サ
ま
■
を
ル
強
章
講
撤
≡
≡

一■
磨
ま
鐘
翻
章
≡
≡
≡
十
■
≡
≡
！

一２
丹
〓
登
ま
き
■
■
≡
≡
≡
≡
≡
一

≡≡
丹
〓
ひ
な
繁
少
■
■
十
■
≡
■
！

一■
，
単
ひ
な
寿
母
つ
く
り
，
■
■
≡

，そ
の
機
の
落
覇
■
，
■
■
■
≡
≡
≡

≡≡
丹
２
国
の
昼
釜
つ
ぐ
，
■
■
，
一

，■
週
密
～
３
襲
の
翁
や
つ
つ
く
サ
！

一■
軸
持
公
民
欝
で
，の
読
書
十
■
■
一

！■
３
，
丹
■
回
の
お
証
室
会
■
■
一

〓
寝
難
然
み
で
の
犠
統
遺
び
≡
≡
≡

！ｒ
室
夫
と
た
遊
び
≡
≡
≡
≡
■
．

隠

釜

〈お
誕
生
会
〉

山
寺
小
学
校
学
区
児
童
ク
ラ
ブ

「か
じ
の
木
の
子
ど
も
達
よ

大
き
く
育
て
門
ど

こ
の

「子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
に
は
、

山
寺

地
区
の

『子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
と
し

て
の
役
割
を
担

っ
て
欲
し
い
と
い
う
大
き

な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
の
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

第

一
に
、

山
寺
小
中
学
校
と
の
連
携
を

緊
密
に
し
よ
う
。

第
二
に
、

こ
の
ク
ラ
ブ
が
単
な
る
託
児

所
で
な
く
、

数
す
く
な
い
子
ど
も
達
を
大

事
に
育
て
る
支
援
の
場
に
し
よ
う
。

第
二
に
、

山
寺
を
学
び
、

山
寺
を
活
用

し
、

山
寺
を
発
信
す
る
場
に
な
る
よ
う
に

し
よ
う
。

に

お

い

て

い
る
。

指
導
の
先
生
方
は
、

『
か
じ
の
木
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
で
き
る
』
、

『
か
じ
の
木
ク
ラ
ブ
で
し
か
で
き
な
い
』

多
彩
な
活
動
を
工
夫
し
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
に
集
う

一
年
生
か
ら
五
年
生
ま

で
の
子
ど
も
達
は
、

自
分
達
を

「昼
間
の

くかじリンピツク〉

〈お泊まり会・かじの木の宿〉〈クリスマス会〉

寿尊蘇賞文章カジ=1卒材お1串)

〈豆 ま  き 〉

く鏡 開  き 〉
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平成17年度山寺小。中学校の児童,生徒数 」ヽ学校62人 (男29人、女33人)内特認入学3名  中 学校52人 (男27人、女25人)

くさあ、宿題だ〉

申韓鞭抑韓穀審韓牟一ヤ，一一一

最
難轟
難
肇一韻
無球緞
観黎

ｒ
ｉ！・

ａ滅羅綾
一一一一一一一一一一一一十一一一一一

ク
ラ
ブ
に
集
う

一
年
生
か
ら
五
年
生
ま

で
の
子
ど
も
達
は
、

自
分
達
を

「昼
間
の

兄
弟
」
と
呼
び
合

っ
て
、

安
全
に
、

楽
し

く
過
ご
し
て
い
る
。
こ
の
充
実
し
た
放
課

後
の
過
ご
し
方
は
ピ
カ
イ
チ
。

子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
か
ら

も

「か
じ
の
木
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
。

入
所
さ
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
好
評
。

ク
ラ
ブ
の
保
育
時
間
は
、

原
則
と
し
て
、

平
日
の
放
課
後
の
時
間
で
あ
る
。

月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
放
課
後

（～
午
後
六

時
ま
で
）
と
土
曜
日

（午
前
八
時
半
～
午

後
六
時
ま
で
）
。

ま
た
、

学
校
の
長
期
休
業
期
間
中
は
、

別
途
保
育
時
間
を
定
め
て
い
る
。

詳
し
く
は
、

か
じ
の
木
ク
ラ
ブ

（Ｔ
Ｅ

Ｌ
６
９
５
１
２
３
２
５
）
に
お
問
い
合
わ

せ
を
。

活
動
参
観
は
い
つ
で
も
大
歓
迎
。

「山
寺
か
じ
の
木
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
は
、

平
成
十
六
年
十

一
月

一
日
に
山
形
市
の
補

助
事
業
と
し
て
発
足
し
、

平
成
十
七
年
四

月

一
日
に
山
形
市
の
委
託
事
業
と
な
っ
た
。

〈おやつの時間〉

〈紙芝居に夢中〉

チ滝■窟糠李審タラ|ブとの変流会



12月頭初から記録破 りの大雪続く。

ン

窮

■
園
食
．圏

し
し
踊
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

磐
司
祭

（八
月
七
日
）
、

山
寺
宝
珠
山

立
石
寺
根
本
中
堂
前
広
場
で
、

第

一
回
全

国
し
し
踊
リ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
会
が

告
げ
ら
れ
た
。

多
数
の
観
光
客
。

地
元
山

寺
の
方
、

大
勢
。

澤
渡
、

長
瀞
、

高
楠
、

深
澤
保
存
会
か
ら
の
山
寺
開
山
ゆ
か
り
の

し
し
踊
り
奉
納
が
始
ま
っ
た
。

荘
厳

・
華
麗
な
踊
り
が
折
か
ら
の
暗
い

雨
空
を
吹
き
飛
ば
す
。

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
が
幾
筋
も
。

繰
り
出
さ
れ
る
踊
り
に

魅
了
さ
れ
た
観
客
の
姿
が
印
象
的
。

大
き

な
拍
手
。

成
功
裡
に
終

っ
た
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
菊
地
和
博
助
教
授

■
■
■
■

か
ら

「全
国
各
地
の
し
し
踊
り
が
山
寺
の

地
に
会
し
て

『全
国
し
し
踊
リ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
な
る
催
し
が
で
き
な
い
も
の
か
」

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
て
、

村
山
地
方
の
し

し
踊
り
保
存
会
と
磐
司
祭
実
行
委
員
と
の

意
見
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。

菊
地
助
教
授

の
講
話
と
指
導
の
も
と
に
、

伝
承
や
資
料

を
突
き
合
わ
せ
る
中
で
、

村
山
地
方
の
し

し
踊
り
と
宝
珠
山
立
石
寺
と
の
関
わ
り
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、

千
歳
栄

氏

（庶
民
信
仰

・
山
岳
信
仰
に
造
詣
が
深

い
）
か
ら
は
、

貴
重
な
講
話
を
頂
い
た
。

実
行
委
員
会
は
、
「
こ
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
を
、

各
保
存
会
並
び
に
、

山
寺
の
後
世

を
担
う
世
代
に
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

」
と
の
熱
い
想
い

を
持

っ
て
い
る
。

―
観
音
様
の
お
話
―

八
月
二
十
日
、

南
院
集
会
所
で

「観
音

様
の
お
話
」
が
あ
っ
た
。

華
蔵
院
住
職
、

榎
森
裕
田
師
の
法
話
で
あ
る
。

山
寺
は
立
石
寺
を
中
心
と
し
た
仏
教
王

国
で
あ
っ
た
し
、

慈
し
み
の
里
と
し
て
発

展
す
べ
き
土
地
柄
で
あ
る
。

そ
の
第

一
歩

と
し
て
発
案
さ
れ
た
の
が
法
話
の
つ
ど
い

で
あ
る
。

当
日
、

立
石
寺
様
の
祝
辞
、

尺
八
と
琴

の
祝
奏
に
続
い
て
裕
田
師
の
法
話
が
あ
り

各
寺
院
の
住
職
の
方
々
を
始
め
参
加
者
は

四
十
名
を
越
え
、

観
音
様
の
お
心
に
迫
る

話
に
感
激
、

次
回
が

一
層
期
待
さ
れ
る
。

お
世
話
下
さ
っ
た
塔
中
寺
院
檀
徒
会
長

遠
藤
正
治
さ
ん
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
後

藤
静
雄
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

―
根
本
中
堂
に
て
―

十
二
月
十
八
日
、

折
か
ら
の
豪
雪
寒
波

の
中
、

立
石
寺
根
本
中
堂
で
学
業
成
就
合

格
祈
願
の
法
要
が
復
活
し
た
。

実
に
二
十

七
年
ぶ
り
の
事
で
あ
る
。

参
加
者
は
県
内
外
か
ら
十
三
組
。

智
慧

随

一
と
讃
え
ら
れ
る
文
殊
菩
薩
の
御
加
護

を
願
い
、

清
原
浄
田
貫
主
か
ら
大
般
若
経

本
で
頭
や
か
ら
だ
を
ぬ
ぐ

っ
て
も
ら
い
、

勉
学
に

一
層
精
進
す
る
こ
と
を
誓
い
合

っ

た
。

入
学
試
験
は
も
う
目
の
前
。

全
員
の

合
格
を
祈
る
。

法
要
中
の
凍
え
切

っ
た
体
に
観
光
協
会

か
ら
の
温
か
い
お
汁
粉
が
何
よ
り
の
ご
馳

走
と
な
っ
た
。

こ
の
行
事
が
評
判
を
呼
ん
で
参
加
者
が

増
え
、

立
石
寺

一
山
寺
院
挙
げ
て
の

一
大

行
事
に
発
展
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

第
土
回
法
議
の
う
ど
い

合
格
祈
醸
法
要

山形新聞社提供
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日枝神社にトイレ完成。

回
冊
日
襦
富
盟
罰

一
歩
進
わ
だ
山
寺
じ
く
り

山
寺
は
、

一
つ
、

慈
覚
大
師
開
山
の
地
で
あ
る

工
つ
、

松
尾
芭
蕉
が
訪
れ
た
地
で
あ
る

三
つ
、

優
れ
た
景
勝
の
地
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
し
取
り
組
ん
だ
平
成
十
七

年
の
振
興
会
活
動
を
報
告
し
た
い
。

第

一
は
、
「山
寺
を
知
る
」
活
動

「元
気
な
山
寺
」
の
基
盤
は
、

何
と
い

っ
て
も
、

山
寺
を
よ
く
知
る
こ
と
で
あ
る
。

写
真
カ
レ
ン
グ
ー
「も
う

一
つ
の
山
寺
・

山
寺
の
四
季
と
山
寺
民
俗
芸
能
」
と
小
冊

子

「山
寺
民
俗
芸
能
、

そ
の
出
来
と
紹
介
」

を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
し
た
。

民
俗
芸

能
の
発
掘
と
継
承
に
努
め
ら
れ
て
き
た
保

存
会
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
。

第
二
は
、
「山
寺
地
区
民
の
連
携
」
活
動

山
寺
を
よ
り

「安
全
で
、

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
区
」
に
す
る
に
は
、

地
区
民
相

互
の
連
携
活
動
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
「山
寺
地
区
防
犯

・
防
災

連
絡
協
議
会
」
を
結
成
し
た
。

各
団
体
が

横
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
よ
り
き
め
細
や

か
な
活
動
の
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。

「備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の

「安
全

・

安
心
な
、

心
癒
さ
れ
る
く
ら
し
づ
く
り
」

を
支
え
る
活
動
が
大
き
く
前
進
し
た
。

ま
た
、

今
年
度
の
山
寺
地
区
文
化
祭
が
、

多
く
の
方
々
の
意
欲
的
な
取
組
み
で
、

模

擬
店
が
開
店
さ
れ
、

地
区
文
化
祭
が
よ
り

楽
し
い
、

心
温
ま
る
賑
わ
い
に
な
っ
た
。

第
二
は
、
「山
寺
か
ら
の

情
報
発
信
」
活
動

山
寺
地
区
内
外

へ
山
寺
の
情
報
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
が
「元
気
な
地
区
づ
く
り
」

の
基
本

で
あ
る
。

今
、

山
寺
地
区
内

で

「何
が
話
し
合
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
か
」
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
き
た
。

地
区
内
で
は
、
「振
興
会

ニ
ュ
ー
ス
」
の

発
行
が
ま
も

な
く
八
十
号

を
数
え
る
。

ま
た
、

山

寺
地
区

の
活

動
が

マ
ス
コ

ミ
の
関
心
を

呼
び
、

注
目

度
が
ア
ッ
プ

し
た
。

〈おいしいよ !チ ョコノヾナナ〉

ｆ
監
ゴ
監
ゴ
祇
ゴ
祇
ゴ
監
ゴ
祇
Ｆ
監
ゴ
監
ゴ
祇
ゴ
監
ゴ
監
ゴ
監
ゴ
縄
ｆ
監
ゴ
紙
ゴ
紙
ゴ
義
ゴ

元
気
で
や
っ
て
，ま
，
す

あ
り
が
と
う

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
―

◇
老
人
ク
ラ
ブ
十
年
二
回
山
寺

公
民
館
周
り
の
草
取
り

。

草
刈
り
を
す
る
。

終
了
後

は
懇
談
会
を
し
て
楽
し
む
。

◇
ほ
た
る
会
―
毎
年
新
春
顔
合

わ
せ
会
と
地
区
文
化
祭
の

折
、

会
員
が
地
元
で
育
て

た
蕎
麦
粉
を
使

っ
て
、

手

打
ち
喬
麦
を
振
舞

っ
て
い

亥

０

。

◇
山
の
寺
子
屋
―
立
谷
川
の
里

親
的
な
考
え

で
、

水
質
検

査

・
両
岸

の

雑
木
伐
採

・

ゴ
ミ
拾

い

。

川
と
親
し
む

会
等
を
や

っ

て
い
る
。

◇
書
道
ク
ラ
ブ
ー

毎
年
正
月
に
、

小
学
生
を
対

象
に
書
初
め
の
指
導
を
し
て
い
る
。

◇
追
分
花
壇
愛
好
会
―
山
寺
の
入
り
口

の
花
壇
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
植

え
地
区
の
方
や
観
光
客
に
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
。

市
の
花
壇

コ

ン
ク
ー
ル
で
は
最
優
秀
賞
受
賞
の

常
連
で
あ
る
。

◇
や
ま
で
ら
組
―
山
寺
の
高
校
生
数
名

が
集
ま
り
、

小
中
学
生
と
菓
子
作

り
を
し
た

り
、

公
民

館

で
の
宿

≫

　

泊
学
習

の

形
　
お
手
伝
い

側
　
為礼
てぃ

◇
蕉
風
会
―
会

員
が
山
寺

小
中
学
校

へ
出
向
い

て
俳
句
の
指
導
を
す
る
。

一
・
二
年
生
に
は

「サ

ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」
の
畑
で
、

三
～
六
年
生
に
は
総
合
学

習
の
時
間
と
創
立
記
念
日

に
詠
ん
で
も
ら
う
。

子
ど

も
は
感
性
が
豊
か
で
、

味

の
あ
る
旬
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
他
に
、

子
ど
も
の

安
全
を
確
保
す
る

「子
ど
も
見

守
り
隊
」
。

奥
山
寺
の
四
季
を
案
内
す
る

「山
愛
会
」
等
が
あ
る
。

慈
悲
の
心
で

の
奉
仕
活
動
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
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十

八

夜

塔

山
寺
に
は
、

石
碑
石
仏
が
特
に
多
い
。

い
わ

こ
れ
ら
の
謂
れ
に
つ
い
て
、

先
輩
の
方
々

か
ら
お
聞
き
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。

私
達
の
先
祖
は
、

観
音
様
の
縁
日
で
あ

る
十
八
日
夜
に
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
り
、

う

や
く

現
世
の
ご
利
益

（家
内
安
全
等
）
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
。

写
真
は
、

こ
の
十
八
夜
講
中
で
建
て
た

石
碑
で
、

銘
は
十
八
夜
塔
・十
八
夜
供
養
・

十
八
夜
供
養
塔
等
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

昭
和
初
期
ま
で
、

声
沢
や
千
手
院
で
は
、

正
月
十
八
日
の
早
朝
、

新
し
く

塁
目
年
団
」

に
加
入
す
る
若
者
が
集
ま
り
、

近
く
の
川

み
ず

す
」

り

で
水
垢
離
を
し
、

生
き
方
の
厳
し
い
き
ま

り
を
教
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
に
餅
を
指
き
、

裸
で
村
内
の
十

八
夜
塔
参
り
を
し
た
。

地
区
内
に
建

っ
て
い
る
の
は
、

享
保
か

ら
明
治
初
期
ま
で
の
も
の
で
、

講
が
最
も

栄
え
た
の
は
、

江
戸
時
代
中
期
と
推
測
さ

れ
る
。

「万
が

一
に
瞬
え
て
」

平
成
十
七
年
、

山
形
県
は
、

山
寺
地
区

の
ほ
と
ん
ど
の
集
落

（地
蔵
堂

・
声
沢
を

除
く
）
を

「大
規
模
災
害

（地
震
）
が
発

生
す
れ
ば
、

孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
地
区
」

と
指
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

山
形
市

は
、

指
定
町
内
会
に

「乾
パ
ン
の
常
備
」
、

さ
ら
に
千
手
院
地
区
に

「山
寺
地
区
災
害

時
の
連
絡
通
信
機
」
を
配
備
し
た
。

各
自
主
防
災
会
は
、

そ
の
防
災
意
識
の

高
揚
、

防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
、

＊
広
報
活
動

（防
災
情
報
回
覧
、

防
災

ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク
の
配
布
）

＊
防
災
弱
者
支
援
研
修
会

へ
の
参
加

＊
防
災
の
た
め
の

「非
常
用
品
準
備
」
の

啓
蒙

＊
非
常
時
を
想
定
し
た

「炊
出
し
訓
練
」

＊
初
期
消
火
訓
棟

等
を
行
う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

今
後
、

＊
起
震
車
に
よ
る
震
度
体
験

＊
火
災
時
の

「煙
か
ら
の
避
難
」
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

皆
ん
な
で
目
を

当
地
区
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
で
は

「地

域
の
子
ど
も
を
育
て
る
目
と
見
守
る
目
」
を
柱
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

朝
夕
の
登
下
校
時
に
は

「声
か
け
運
動
」
、

日
常

の
活
動
と
し
て
地
区
内
の
危
険
個
所
の
点
検
、

不
審

な
者
は
い
な
い
か
等
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

「子
ど

も
を
見
守
る
」
気
逗
と
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。

そ
ん
な
折
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
形

（女
性

の
社
会
奉
仕
活
動
団
体
）
よ
り

「子
ど
も
見
守
り
隊
」

の
腕
章
と
、

自
動
車
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の

寄
贈
が
あ
っ
た
。
こ
の
善
意
を
子
ど
も
の
連
れ
去
り

や
、

不
審
者
に
よ
る
犯
罪
等
を
な
く
そ
う
と
の
願
い

と
受
け
と
め
、

こ
れ
を
は
ず
み
に
な
お

一
層
見
守
り

活
動
に
精
進
し
た
い
。

昭和30年代まで、山形一山寺間を走っ

ていた蒸気機関車。「近い将来、山形から

山寺まで、蒸気機関車を走らせたい。」とい

う想いで転車台をきれいに清掃した。

ち
ぶ
り
こ
首
の
山
寺

卜
機
関
車
の
向
き
を
変
え
る
台

（転
車
合
）
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哲

夫

坊
（千
手
院
）

大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
生

地

区
振

興

に
思

い
を
馳

せ
て

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け
ら
れ
て

八
十
年
。

家
業
の
農
業
を
基
盤
に
据
え
て

そ
の
観
点
か
ら
、

山
寺
の
振
興
を
深
り
、

努
力
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
。

十
代
の
頃
か
ら
農
業
の
研
究
や
実
践
発

表
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、

二
十
九
才
の
時

山
形
県
代
表
と
し
て
そ
の
成
果
を
東
大
農

学
部
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
か
ら
六
期
十
数
年
間
、

山
形
市
農
業
委
員
と
し
て
市
農
政
問
題
の

数
々
の
難
問
解
決
に
献
身
。

農
政
部
会
長
、

広
報
編
修
委
員
長
、

農
政
審
議
会
委
員
等

を
歴
任
。

そ
の
功
績
に
よ
り
全
国
表
彰
に

輝
く
。

他
表
彰
数
知
れ
ず
。

そ
の
間
、

山
寺
地
区
の
要
職
を
兼
任
、

″山
寺
に
後
藤
哲
夫
あ
り
″
と
信
頼
抜
群
。

『宝
珠
の
し
ず
く
』
創
刊
以
来
、

編
修
委

員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
の
執
筆
、

校
正
等
に

大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
た
。

近
年
体
調
を
崩
さ
れ
、

仕
事
を
減
ら
し

そ
の
回
復
に
努
め
て
お
ら
れ
る
。　

一
日
も

早
い
復
帰
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

お
め
で
と
つヽ
畿
ン
が

ン
ピ
翠
とヽう

金

慣
乾

武
田
さ
ん
ご
夫
妻

（所

部
）

お
二
人
の
ご
結
婚
は
、

昭
和
三
十

一
年
、

山
形
市
合
併
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

久
之
進
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
。

十
五
歳

の
時
、

東
京
大
空
襲
で
家
も
工
場
も
焼
失
。

家
族
全
員
で
山
寺

へ
帰
郷
。

炭
焼
き
等
山

仕
事
に
従
事
さ
れ
た
が
、

十
七
歳
で
父
を

亡
く
し
、

そ
の
後
の
苦
労
は
並
大
抵
で
な

か
っ
た
と
話
さ
れ
た
。

二
十
五
歳
の
時
、

所
部
内
で
顔
馴
染
み
の
清
子
さ
ん
と
結
婚
。

『吉
労
ば
か
り
で
大
変
だ
っ
た
が
、

俺
に

よ
く
つ
い
て
き
て
く
れ
て
、
と
て
も
あ
り

が
た
か
っ
た
な
あ
。

』
と
、

ポ

ロ
リ
。

清
子
さ
ん
は
、

二
十
歳
過
ぎ
か
ら
二
十

五
年
間
、

営
林
署
に
勤
め
ら
れ
た
。

山
歩

き
は
女
に
は
無
理
だ
と
言
わ
れ
た
が
、

今

で
は
良
か
っ
た
と
感
慨
深
げ
。

お
二
人
共

仕
事
柄
、

山
に
関
し
て
達
人
で
あ
る
。

現
在
、

六
人
の
孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
、

昨

年
は
ご
夫
婦
で
初
め
て
の
海
外
旅
行
に
も

出
か
け
ら
れ
、

楽
し
く
幸
せ
に
過
ご
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

祈
る
健
康
と
長
寿
。

平
成
十
七
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

〈千
手
院
〉

・
武
田
　
　
健
殿
　
・
後
藤
ミ
チ
子
殿

・
武
田
ふ
つ
の
殿

（所

部
〉

・
荘
司
　
玉
子
殿
　
・
増
子
　
栄
治
殿

・
坂
野
　
正
英
殿
　
・
武
田
　
春
雄
殿

・
武
田
　
秀
雄
殿

〈馬

形
〉

・
東
海
林
　
斉
殿

〈南

院
〉

・
伊
藤
　
幸

一
殿
　
・
大
鳴
き
み
よ
殿

全
戸
　
沢
〉

・
山
田
仁
二
郎
殿

〈宮

崎
〉

・
武
田
　
光
男
殿
　
・
冨
樫
栄
二
郎
殿

〈地
蔵
堂
〉

・
伊
沢
　
く
に
殿
　
・
布
施
　
セ
エ
殿

・
矢
萩
　
主義
春
殿

〈中
地
蔵
〉

・
布
施
　
　
博
殿
　
・
柏
倉
　
文
蔵
殿

高瀬 ・山寺合同で福祉のつどい (社会福祉協議会)

武田 久 之進 さん

清 子 さん ご夫妻

平
成
十
七
年
　
お
誕
生

〈馬
形
）

受
欝
，会
圏
！大
会
　
（敬
称
し

・花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
（連
続
六
回
）

地
蔵
堂
花
壇
愛
好
会

・
全
国
高
校
総
体

（千
葉
）

卓
球
　
　
と速
藤
　
佳
祐

・
全
国
小
学
校
卓
球
大
会

（兵
庫
）

布
施
　
流
星

堀
川
あ
ゆ
み

遠
藤
　
幸
奈

真ま布 地 彩 さ武 宮 拓 山々 芦 康 号佐 ナ|

凛え施 蔵 希 き田 崎 武 む回 沢 生 棋藤 垢
さ   堂  さ   ~ さ    ~ さ    旺
ん 浩

V ん
芳  ん 努  ん 淳

｀

憲   彦
氏 氏 氏 氏
二 二 二 長 長 二 長 二

女 女 男 男 男 男 男 男
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県トップクラス 水 のきれいな立谷川

碁
■
磐
三
部
の
愛
人
の
石
像

！！
！
！
！

！
！　
　
　
宝
珠
山
立
石
寺
所
蔵

今
年

（平
成
十
八
年
）
の
成
年
に
ち
な

ん
で
、

宝
珠
山
立
石
寺
秘
蔵
の
磐
司
磐
三

郎
の
狩
猟
犬

（石
像
）
を
紹
介
す
る
。

こ
の
石
像
は
、

以
前
、

磐
司
磐
二
郎
の

尊
像
と

毅
に
、

五
大
堂
後
方
の
磐
司
祠
（岩

洞
）
に
祀
ら
れ
て
い
た

（現
在
は
、

立
石

寺
秘
宝
館
に
収
蔵
）
。

砦
司
の
狩
猟
犬
の

石
像
と
し
て
は
、

我
が
国
最
古
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
る
。

磐
司
磐
二
郎
は
、

慈
覚
大
師
の
山
寺
開

山
に
当
た
り
、

仏
教
の
教
え
に
帰
依
し
、

殺
生
を
や
め
、

立
石
寺
創
建
に
協
力
し
た
。

磐
司
磐
二
郎
の
没
後
、

そ
の
功
績
を
讃

え
、

尊
像

（木
像
）
と
併
せ
て
、

磐
司
に

仕
え
た
狩
猟
犬
の
石
像
を
つ
く
り
、

祀

っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（石
像
は
、

凝

灰
岩
、

体
長
約
４５

側
、

背
丈
約
２５

側
）

こ
の
狩
猟
犬
の
墓
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
板
碑

が
、

千
手

院
集
落

の

上
手
に
磐

司
磐
二
郎

愛
犬

の
基

と
称
さ
れ

て
建

っ
て

い
る
。

一キ！崎減いは対州デ一より～
平
成
十
七

年
十
二
月
二

十
七
日
、
「山

寺
か
じ
の
木

子
ど
も
ク
ラ

ブ
」
と
サ

ニ

ー
ヒ
ル
山
寺

と
の
慰
間
交

流
会
が
も
た

れ
た
。

当
日
、

午

後
二
時
開
演
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ

た
顔
、

顔
、

顔
が
集
い
、

ホ
ー
ル
は
満
席
。

い
よ
い
よ
、

子
ど
も
達
の
出
番
。

武
田
太
久
実
君
の
落
語

「寿
限
無
」
。

武

田
君
の
落
語
家
並
み
の
巧
み
な
話
術
、

身

振
り
手
振
り

の
熱
演
に
、

入
所
者
は
息

を
呑
ん
で
聞

き
入
っ
た
。

続
い
て
、

武
田
君
の
お

母
さ
ん
作
の

紙
芝
居

「寿

限
無
の
桃
太

郎

」
。

子

ど

も
達
四
人
で

の
軽
妙
な
演
出
に
、

ど
の
入
所
者
も
、

孫

を
見
つ
め
る
よ
う
な
や
さ
し
い
眼
差
し
で

見
入
っ
た
。

最
後
に
、

ク
ラ
ブ
自
慢
の
リ
ズ
ム
に
乗

っ
た

「ま
つ
け
ん
サ
ン
バ
」
の
踊
り
。

す

っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
た
様
子
。　

一
呼
吸
お

い
て
の
喜
び
と
感
動
の
拍
手
喝
来
。

あ
る
人
は
、

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
、
「
い

や
あ
―
す
ば
ら
し
い
。

久
し
ぶ
り
に
楽
し

い
落
語
が
聞
け
た
。

ま
た
来
て
欲
し
い
。

」

と
語

っ
た
。

子
ど
も
達
も
、
「緊
張
し
た
け
ど
、

こ

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
つ
た
。

ま

た
会
い
に
来
た
い
。

」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

握
手
を
交
わ
し
な
が
ら
の
退
席
シ
ー
ン
が
、

こ
れ
ま
た
感
動
的
な
ひ
と
コ
マ
で
あ
っ
た
。

こ
の
交
流
は
、

十

一
月
末
の

「子
ど
も

ク
ラ
ブ
」
の
懇
親
手
煮
会
の
席
で
の
出
し

物
に
魅
了
さ
れ
た
運
営
委
員
諸
氏
が

「
こ

の
出
し
物
を

『サ
ニ
ー
ヒ
ル
山
寺
』
の
方
々

に
楽

し

ん

で

も

ら

っ

た

らヽ
」

レ
⊂
い
＞つ

こ
と

に
な
り
、

早
速
、

サ
ニ

ー
ヒ
ル
山
寺

鈴
木
事
務
長

と
交
渉
、

慰

間
交
流
会
が

実
現
し
た
。

宝
珠
の
し
ず
く
は
創
刊
以
来
十
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
の
振
興
会
々
長

さ
ん
か
ら

「立
谷
川
の
清
流
も
、

始
め

は

一
滴
の
し
ず
く
が
集
ま
っ
て
出
来
て

い
る
。

今
後
も
号
を
重
ね
山
寺
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
に
し
て
ほ
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
事
を
思
い

出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、

地
区
の
方
々
か
ら
写
真
の

提
供
、

原
稿
の
依
頼
な
ど
に
心
良
く
ご

協
力
を
頂
き
、

編
集
員

一
同
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
編
集
に
御
意
見
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員

後
藤
哲
夫
　
伊
沢
貞

一　

武
田
　
誠

新
関
孝
夫
　
布
施
晶
嗣
　
田
中
文
子

遠
藤
ま
き
子
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